
第２号様式 

       平成２１年度  長岡市地域コミュニティ事業補助金申込書 
 

１．申込団体の概要および申込事業の計画等【公開対象】 

 
２．申込団体の連絡先等【公開、非公開を選択※】 

事 務 所 所 在 地  【公開 ・ 非公開】 

 電話               ＦＡＸ  
電話 ･ＦＡＸ番号等 

 E メールアドレス 

【公開 ・ 非公開】 

氏 名  

住 所  

電話           ＦＡＸ     

担 当 者 連 絡 先 

電話･FAX番号等 

Ｅメールアドレス 

【公開 ・ 非公開】 

名簿またはこれに

類するもの 
 【公開 ・ 非公開】 添

付
資
料 

規約またはこれに

類するもの 
 【公開 ・ 非公開】 

※ 個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら“公開”に、そうでないものは“非公開”に○

を付けてください。 

※ ２の添付資料(名簿類・規約類)については、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場

合があります。 

ふ   り   が   な やまこしこどもたいこかい 

団    体    名 
 

山 古 志 子 ど も 太 鼓 会 
 

代 表 者 氏 名 （肩書： 会長 ）  坂牧 滝衛 

設 立 年 月 日 昭和 ・ 平成 １８年  ４月   １日 構 成 員 数   １６ 人 

設 立 目 的 

 活力ある震災復興の一翼を担いたいと願う子ども達の故郷への想い

と、地域の芸能文化を保存継承していくことを目的とする。 

 

 

 

これまでの活動実績 

平成 18年         平成 19 年          平成 20 年 

・全国闘牛サミット     ・闘牛大会         ・見附まつり 

・フェニックスマラソン   ・羽黒トンネル開通式  ・平和の森コンサート 

・産業まつり        ・フェニックスマラソン   ・新潟国体採火式 

・雪しかまつり       ・ありがとうまつり     ・山古志ウォーク 

  計４回公演       ・和太鼓祭         ・古志の火まつり 

                 等 計１８回公演      等 計１４回公演 

事 業 計 画 ・別添「第３号様式 事業計画書」のとおり 

収支予算等 ・別添「第４号様式 事業の収支予算書」のとおり 

添
付
資
料 その他、団体をＰＲ

するパンフレット等   有   ・   無   (どちらかに○印) 

資料番号 No.2 



第３号様式 

事  業  計  画  書 

事 業 名 山古志伝統芸能 継承事業 

事 業 実 施 の 目 的 

 活力ある震災復興の一翼を担いたいと願う子ども達の故郷への想い
と、地域の芸能文化を保存継承していくとの想いで、平成１８年４月に結

成された「山古志子ども太鼓会」は、山古志地域のみならず、いろいろな

地域のイベント・行事に参加し演奏している。 

  現在は「闘牛太鼓」の曲を中心に学び演奏しているが、同じく地域の

伝統である「盆踊り」の「盆太鼓」を保存継承することにより、地域内外の

人達との交流を広げ、まちづくりに貢献することを目的とする。 
 

事 業 内 容 

◎ 山古志伝統芸能継承事業 

・毎年お盆に行われる「盆踊り」で叩く「盆太鼓」の曲を、地元集落の人を
講師として招き、次年度の「盆踊り」に参加することを目標に、年数回の
教室を実施する。 

・同じ「盆太鼓」でも地域により違いがあるので、各地域の「盆太鼓」を学
ぶ。 

・子ども太鼓会のメンバーだけでなく、保護者にも参加してもらい、親子
の交流の場を提供すると共に、一緒に伝統芸能を学んでいく。 

 

◎発表会の開催 

・練習の成果を地元住民を招き、発表会を開催する。 

日時：平成２２年３月（予定） 

会場：山古志体育館 

事 業 実 施 ま で の 

ス ケ ジ ュ ー ル 

平成２１年１０月～１２月  実施計画・講師依頼 

平成２２年 １月～ ３月  教室の実施 

             ３月  発表会の実施 

地域活性化の波及性 

◎地域の伝統芸能の素晴らしさを再確認し、誇りを持って自らが継承し

次の世代に伝えていくきっかけとなる。 

 

◎気軽に参加出来る場を設け、地域や年齢を超えた交流のきっかけと

する。 

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。（別紙も可） 



第４号様式   

 事 業 の 収 支 予 算 書 
 収入の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ事業補助金（F） ３４４，０００  

自己資金 ８６，０００  自 己

資 金    

寄附金   

参加費   

その他収入金   

   

特

定

財

源 
小  計（D）   

そ の

他 
   

合     計 ４３０，０００  

 

 支出の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

報償費 ３００，０００ 講師等謝金 5,000 円×5人×１2回 

消耗品費 ４０，０００ 

盆太鼓用バチ  30,000 円（1,500 円×20 組） 

イベントポスター用画用紙 5,000 円 

イベントポスター作成用ペン等 5,000 円 

コピー代 ５０，０００ 
発表会チラシコピー代 50,000 円（50 円×1,000

部） 

食材料購入費 ４０，０００ 発表会賄い食材購入費 

   

   

   

   

   

   

補

助

対

象

経

費 

小  計（C） ４３０，０００  

   

   

   

   

   

補

助

対

象

外

経

費 小  計（B）   

合   計（A） ４３０，０００ 
 

 



地域 コミュニティ 

事業補助金申込額 
下記（F)の額を記入 ３ ４ ４ 0 0 0 円 

 

【地域コミュニティ事業補助金申込額算出の基礎】 

 

支出の部合計(A)        補助対象外経費(B)         補助対象経費(C) 

４３０，０００円 － ０円 ＝ ４３０，０００円 

 

                              特定財源(D) 

＝ ０円 

 

(C)-(D)＝補助金算出対象額                      補助金額（E） 

４３０，０００円 × 補 助 率 ８０％ ＝       ３４４，０００ 円 

 
 

 

地域コミュニティ事業補助金（F） 

 ３４４，０００円  

 
※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

･千円未満切捨て 

･上限 50 万円 

事業を実施することによって得られる収入のうち、

補助対象経費に充てるもの 


